
まえがき＝近年，地球環境問題に関する意識の高まりか
ら，各自動車メーカでは燃費向上を目的として車体の軽
量化が進められている。また，乗員の安全性確保の観点
から自動車の衝突安全基準が強化され，衝撃に対する部
材の耐久性も求められている。そのため，最近の自動車
ではボディ骨格を中心に高強度鋼板（以下，ハイテン）
の使用比率がΞ∵



びフランジ性の指標である穴拡げ率（以下，λ）が冷延
鋼板と同等であり，U曲げ試験での限界曲げ半径も板厚
の 2倍以下と良好な値であることがわかる（表 2）。これ
は，焼鈍温度の最適化により，母材組織を均一化して局






